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保
存
会
に
つ
い
て
教
え
て

■　

昭
和
43
年
本
町
祭
り
か
ら
始
ま
り
、現
在
の
「
本

町
お
囃
子
保
存
会
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。

■　

い
つ
も
は
、
小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
８
名
と

大
人
５
名
で
主
に
練
習
し
て
い
ま
す
。
祭
り
当
日

は
市
外
に
就
職
し
た
会
員
も
応
援
に
駆
け
つ
け
て

く
れ
ま
す
。

■　

お
兄
さ
ん
が
や
っ
て
い
て
、
楽
し
そ
う
だ
か
ら

一
緒
に
始
め
ま
し
た
。

演
奏
の
披
露
は
ど
こ
で

■　

今
年
も
牛
倉
神
社
祭
典
で
、
９
月
８
日
正
午
か

ら
市
道
と
国
道
で
、
山
車
で
披
露
し
ま
し
た
。

日
本
の
文
化
と
上
野
原
の
伝
統
を

「
私
た
ち
の
手
で
残
し
た
い
」

うえのはらで頑張る人　vol.12
本町お囃子保存会

上野原のお祭りに欠かせないものの一つ

にお囃子があります。このお囃子を後世ま

で残そうと尽力されている大人の方と、そ

の期待に応えようと練習している子どもた

ちがいます。今回は本町お囃子保存会のみ

なさんにお話をお聞きしました。
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新
町
保
存
会

■　

新
町
お
囃
子
保
存
会
は
、
本
町
よ
り
も
一

年
早
く
昭
和
42
年
に
結
成
し
ま
し
た
。
本
町

保
存
会
の
結
成
と
と
も
に
、
二
つ
の
保
存
会

は
お
互
い
に
協
力
し
合
い
、
競
い
合
っ
て
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
上
野
原
の
伝

統
を
守
る
た
め
に
共
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

取
材
を
終
え
て

お
祭
り
を
盛
り
上
げ
、
貴
重
な
伝
統
を
残
そ
う
と

練
習
を
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
の
お
話
を
お
聞
き
し
、

そ
の
熱
意
に
感
動
を
覚
え
る
と
と
も
に
、
上
野
原
の

将
来
へ
の
明
る
さ
を
感
じ
心
が
和
み
ま
し
た
。

た
時
が
、
楽
し
い
で
す
。

■　

も
っ
と
上
手
な
人
が
い
る
の
で
、
そ
の
人
を
目

標
に
練
習
し
て
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
い
。

伝
え
た
い
こ
と
は

■　

毎
週
楽
し
く
練
習
を
し
て
い
る
の
で
、
や
っ
て

み
た
い
と
思
う
人
は
、
子
ど
も
、
大
人
関
係
な
く

気
軽
に
来
て
欲
し
い
。

■　

日
本
の
文
化
や
、
地
域
の
伝
統
を
こ
れ
か
ら
も

伝
え
て
い
き
た
い
。

■　

練
習
の
成
果
を
い
ろ
ん
な
所
で
発
表
し
た
い
。

議
会
、
市
へ
の
要
望
は

■　

数
年
前
に
衣
装
を
、
市
の
助
成
金
で
新
調
で
き

た
の
で
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
色

ん
な
相
談
に
乗
っ
て
ほ
し
い
。

■　

指
導
者
も
高
齢
に
な
っ
て
く
る
の
で
、
若
い
人

が
受
け
継
い
で
、
指
導
者
に
な
っ
て
続
け
て
欲
し

い
。

■　

平
成
25
年
11
月
10
日
の
国
民
文
化
祭
で
、
も
み
じ

ホ
ー
ル
で
も
披
露
し
ま
し
た
。

■　

県
外
で
の
イ
ベ
ン
ト
や
、
数
年
前
西
原
ふ
る
さ

と
祭
り
に
招
待
さ
れ
ま
し

た
。
披
露
で
き
る
所
が
あ

れ
ば
会
員
と
調
整
し
て
参

加
し
ま
す
。

■　

屋
台
、
昇
殿
、
神
田
丸
、

鎌
倉
、
四
丁
目
、
印
旛
、

屋
台
、
印
旛
の
流
れ
で
演

奏
し
、
1
回
が
30
分
程
度

か
か
り
ま
す
。

練
習
は
楽
し
い
で
す
か

■　

年
間
通
し
て
毎
週
火
曜
日
の
夜
、
上
野
原
中
部
地

区
防
災
セ
ン
タ
ー
で
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
祭
典
前

は
1
週
間
続
け
て
練
習
し
て
い
ま
す
。

■　

太
鼓
が
た
た
け
る
様
に
な
っ
た
時
や
、
褒
め
ら
れ
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定例会で決まった主なこと

条例
制定

令
和
元
年
9
月
3
日
か
ら
24
日
ま
で
22
日
間
の
日

程
で
令
和
元
年
第
3
回
定
例
会
が
開
か
れ
ま
し
た

定
例
会
で
決
ま
っ
た

主
な
こ
と

※ 

議
案
名
・
議
決
結
果
等
は
12
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

審
議
さ
れ
た
議
案

市
長
提
出
議
案　

32　

件

請　
　
　
　

願	

１　

件

発　
　
　
　

議	

１　

件

	
計	

34　

件

議
案
第
74
号　

 

上
野
原
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

消
費
税
増
税
に
伴
っ
て
、
10
月
１
日
か
ら
３
歳
以
上
の
幼
児
教
育
・
保

育
が
無
償
化
と
な
り
ま
す
が
、
そ
の
根
拠
と
な
る
条
例
改
正
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
対
象
は
保
育
所
・
こ
ど
も
園
・
幼
稚
園
で
す
。
無
償
化
で
す
が
、

給
食
費
（
４
１
０
０
円
）
が
徴
収
さ
れ
ま
す
。
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
３

歳
未
満
児
も
無
償
化
の
対
象
で
す
。

保
育
所
・
こ
ど
も
園
の
保
育
料
の
金
額
は
、
別
途
市
長
が
決
定
を
し
ま

す
。
給
食
費
の
徴
収
に
よ
っ
て
現
行
の
保
育
料
よ
り
も
高
く
な
ら
な
い
措

置
が
と
ら
れ
ま
す
。

こ
の
条
例
改
正
に
つ
い
て
、
議
会
最
終
日
に
市
長
か
ら
議
案
の
訂
正
に

つ
い
て
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。
政
府
の
政
令
の
誤
り
に
よ
っ
て
９
か
所

の
訂
正
が
あ
り
ま
し
た
。
本
会
議
を
暫
時
休
憩
し
、
付
託
さ
れ
た
文
教
厚

生
常
任
委
員
会
で
補
充
の
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

障
害
者
が
乗
る
軽
自
動
車
の
軽
自
動
車
税
の
免
除
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ

ま
し
た
。
18
歳
以
上
の
身
体
障
害
者
で
も
、
所
有
者
・
運
転
者
が
同
居
す

る
生
計
同
一
者
（
同
居
家
族
）
で
あ
れ
ば
、
免
除
対
象
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
同
居
者
が
未
成
年
者
や
70
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
常
時
介
護
運
転
者
が

同
居
し
て
い
な
く
て
も
、
同
居
家
族
の
所
有
す
る
軽
自
動
車
の
軽
自
動
車

税
が
免
除
対
象
と
な
り
ま
す
。

普
通
自
動
車
に
つ
い
て
は
、
県
税
な
の
で
市
の
条
例
の
対
象
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

３
歳
以
上
の
保
育
園
児
・
こ
ど
も
園
児
・

幼
稚
園
児
の
無
償
化
が
始
ま
り
ま
す

条例
制定

障
害
者
が
乗
る
軽
自
動
車
税
の

免
除
の
範
囲
が
広
が
り
ま
す

議
案
第
70
号　

上
野
原
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

9月
定例会
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議
案
第
99
号　

荻
野
用
水
路
水
路
橋
架
設
災
害
復
旧
工
事
請
負
変
更
契
約
締
結
に
つ
い
て

契約
変更発議

29
年
の
台
風
21
号
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
た
仲
間
川
簡
易
水
道
の
荻
野
用

水
路
水
路
橋
に
つ
い
て
、
工
事
内
容
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
契
約
額
が

変
わ
り
ま
し
た
。

変
更
前�

２
億
７
３
２
４
万
円

変
更
後�

２
億
８
３
２
１
万
７
千
円

�

９
９
７
万
７
千
円
増
額

契
約
の
相
手
方　

天
野
工
業
・
田
村
組
共
同
企
業
体

な
お
、
こ
の
災
害
復
旧
工
事
は
国
庫
補
助
事
業
で
す
。

国
に
対
し
て
次
の
項
目
の
意
見
書
を
提
出
し
ま
す
。

■　

計
画
的
な
教
職
員
の
定
数
改
善
と
少
人
数
学
級
の
推
進

■　

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
の
堅
持
と
二
分
の
一
負
担
へ
復
元

■　

地
方
交
付
税
を
含
む
国
の
教
育
予
算
の
拡
充

提
出
先　

衆
参
両
院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣

財
務
大
臣
、
総
務
大
臣

荻
野
用
水
路
の
災
害
復
旧
工
事
の

契
約
額
の
変
更
が
行
わ
れ
ま
す

教
職
員
の
定
数
改
善
な
ど
教
育
費
の
拡
充
を

求
め
る
意
見
書
を
国
に
提
出
し
ま
す

定例会で決まった主なこと

議
案
第
78
号　

令
和
元
年
度
上
野
原
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

子
ど
も
た
ち
の
ゆ
た
か
な
学
び
を
実
現
す
る
た
め
に
、
少
人
数
学
級

の
推
進
、
義
務
教
育
費
の
国
庫
負
担
の
二
分
の
一
へ
の
復
元
、
地
方
交

付
税
を
含
む
国
に
お
け
る
教
育
予
算
の
拡
充
の
た
め
に
国
に
意
見
書
を

提
出
す
る
こ
と
を
求
め
る
請
願
で
す
。

総
務
管
理
費

�

中
央
監
視
シ
ス
テ
ム
更
新
事
業�

５
２
８
０
万
円

社
会
福
祉
費

�

介
護
保
険
支
援
事
業
費�

３
２
３
万
９
千
円

�

　
　

高
齢
者
福
祉
計
画
の
た
め
の
実
態
調
査
費
等

児
童
福
祉
費

�

学
童
保
育
事
業
費�

１
５
９
万
円

　
　
　
　

風
の
子
ク
ラ
ブ
（
島
田
小
）
を
新
築
す
る
た
め
の
設
計
費
用

�

私
立
幼
稚
園
授
業
料
無
償
化�

２
５
０
４
万
円

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に
伴
う
私
立
幼
稚
園
に
対
す
る

補
助
金
。
財
源
は
国
庫
負
担
金

清
掃
費

�

塵
芥
処
理
費�

３
１
２
９
万
６
千
円

�

　
　

灰
移
送
コ
ン
ベ
ア
等
の
修
繕

補正
予算

一
般
会
計
１
億
８
７
４
５
万
８
千
円
が

増
額
さ
れ
ま
し
た

請願

子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
教
育
の
実
現
へ

国
に
意
見
書
の
提
出
を
も
と
め
る

請
願
第
3
号　

 

教
職
員
定
数
改
善
、
少
人
数
学
級
推
進
、
及
び
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

拡
充
を
図
る
た
め
の
請
願
書

発
議
第
3
号　

 

教
職
員
定
数
改
善
、
少
人
数
学
級
推
進
、
及
び
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
拡
充

を
図
る
た
め
の
意
見
書
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９
月
５
日
、
委
員
会
を
開
催
し
、

付
託
さ
れ
た
条
例
改
正
等
６
件
、
請

願
１
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

議
案
第
74
号
「
上
野
原
市
特
定
教

育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保

育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

制
定
に
つ
い
て
」
は
、
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
お
よ
び
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及

び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に

関
す
る
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
内

閣
府
令
の
施
行
に
伴
い
、
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

Ｑ　

�

内
閣
府
の
政
令
に
誤
り
が
あ

り
、
３
歳
以
上
児
と
３
歳
未
満

児
の
取
り
違
え
等
あ
っ
た
が
、

反
映
し
て
い
る
か
。

Ａ　

�

現
時
点
で
反
映
さ
せ
る
べ
き
部

分
は
対
応
済
で
す
。

本
案
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
、
当

局
よ
り
議
案
の
一
部
を
訂
正
す
る
申

し
出
が
あ
り
、
再
度
委
員
会
を
開
催

し
審
査
の
結
果
、
全
会
一
致
で
訂
正

後
の
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
ま
し
た
。

請
願
第
３
号
「
教
職
員
定
数
改
善
、

少
人
数
学
級
推
進
、
及
び
義
務
教
育

費
国
庫
負
担
制
度
拡
充
を
図
る
た
め

の
請
願
書
」
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も

た
ち
の
豊
か
な
学
び
を
実
現
す
る
た

め
に
、
少
人
数
学
級
の
推
進
、
義
務

教
育
費
の
国
庫
負
担
割
合
の
２
分
の

１
へ
の
復
元
、
地
方
交
付
税
を
含
む

国
に
お
け
る
教
育
予
算
の
拡
充
を
求

め
る
も
の
で
す
。

審
査
の
結
果
、
全
会
一
致
で
採
択

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た

　
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

委員長
　遠藤美智子
副委員長
　尾形幸召
委員
　内田倫弘
　八木一雄
　川田好博
　川島秀夫
　山口好昭
　長田喜巳夫

　
総
務
産
業
常
任
委
員
会

委員長
　杉本友栄
副委員長
　白鳥純雄
委員
　山口　薫
　東山洋昭
　小俣　修
　杉本公文
　岡部幸喜
　尾形重寅

会期中の審査

９
月
５
日
、
委
員
会
を
開
催
し
、

付
託
さ
れ
た
条
例
制
定
５
議
案
を
審

査
し
ま
し
た
。

議
案
第
69
号
「
上
野
原
市
印
鑑
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に

つ
い
て
」
は
、
住
民
票
等
に
旧
姓
の

併
記
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
住
民
基

本
台
帳
法
施
行
令
等
の
一
部
改
正
が

行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
に
準

拠
す
る
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。

議
案
第
70
号
「
上
野
原
市
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ

い
て
」
は
、
山
梨
県
に
お
け
る
身
体

障
害
者
等
の
た
め
の
自
動
車
税
の
減

免
制
度
見
直
し
に
伴
い
、
軽
自
動
車

税
に
つ
い
て
も
減
免
規
定
に
関
す
る

改
正
を
行
う
も
の
で
、
減
免
対
象
車

両
の
所
有
者
要
件
を
拡
大
し
、
常
時

介
護
者
運
転
に
お
け
る
世
帯
要
件
も

見
直
す
と
の
こ
と
で
す
。

議
案
第
76
号
「
上
野
原
駅
南
口
駅

前
広
場
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
制
定
に
つ
い
て
」
は
、
上
野
原
駅

周
辺
整
備
事
業
の
換
地
処
分
に
伴

い
、
地
番
を
改
め
る
も
の
で
す
。

Ｑ　

�

上
野
原
駅
周
辺
整
備
事
業
が
完

了
し
、
組
合
が
解
散
す
る
の
は

い
つ
か
。

Ａ　

�

今
年
度
末
に
解
散
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。

以
上
、
当
局
提
出
の
５
案
件
に
つ

い
て
は
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
、

原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
審
査
終
了
後
、
所
管
事
務

調
査
と
し
て
、
荻
野
用
水
路
災
害
復

旧
工
事
の
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
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予算特別委員会

補正予算の審査を行いました

予算特別委員会
委 員 長　岡部�幸喜

副委員長　杉本�友栄

委 員　内田�倫弘� 八木�一雄� 山口　�薫� 白鳥�純雄� 遠藤�美智子� 川田�好博

東山�洋昭� 小俣　�修� 杉本�公文� 川島�秀夫� 山口�好昭� 尾形�幸召

尾形�重寅

■　

一
般
会
計
は
１
億
８
７
４
５
万

８
千
円
が
増
額
補
正
さ
れ
ま
し
た
。

歳
入
の
主
な
増
額
項
目
は
、
地
方

交
付
税
の
交
付
額
確
定
３
３
９
６
万

８
千
円
、
繰
越
金
９
８
２
９
万
９
千

円
で
す
。

支
出
に
つ
い
て
は
、
委
員
か
ら
の

質
問
に
次
の
よ
う
な
回
答
が
さ
れ
ま

し
た
。

中
央
監
視
シ
ス
テ
ム
は
、
複
数
の

シ
ス
テ
ム
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
大
本
で
あ
る
中
央
管
理
装
置
と

各
シ
ス
テ
ム
を
つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
が
老
朽
化
に
よ
り

故
障
し
、
更
新
す
る
必
要
が
あ
る
と

説
明
さ
れ
ま
し
た
。

鳥
獣
対
策
費
が
１
１
５
万
円
増
額

さ
れ
ま
し
た
が
、
捕
獲
頭
数
に
つ
い

て
、
イ
ノ
シ
シ
が
９
０
頭
か
ら
１
８

０
頭
、
二
ホ
ン
ジ
カ
が
２
０
０
頭
か

ら
２
２
０
頭
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル
が
４
０

頭
か
ら
２
０
頭
に
変
更
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

住
宅
管
理
費
が
４
０
０
万
円
増
額

さ
れ
ま
し
た
。
小
沢
東
団
地
の
リ
フ

ォ
ー
ム
５
軒
分
で
再
入
居
の
た
め
に

行
い
、
大
道
団
地
（
原
地
区
）
か
ら

の
転
居
に
備
え
て
い
る
と
説
明
さ
れ

ま
し
た
。

■　

介
護
保
険
特
別
会
計
で
は
、
高

齢
者
介
護
福
祉
計
画
及
び
介
護
保
険

事
業
計
画
策
定
の
た
め
の
実
態
調
査

の
委
託
料
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
実

態
調
査
の
対
象
と
な
る
65
歳
以
上
の

方
は
３
月
末
で
８
２
２
８
人
で
す
。

そ
の
中
か
ら
２
５
０
０
人
程
度
を
選

び
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
と
説
明

が
さ
れ
ま
し
た
。

■　

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
で
、

公
用
車
修
繕
等
の
施
設
管
理
費
が
67

万
５
千
円
の
増
額
が
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
か
ら
は
、
車
検
直
前
の
修
繕
で

あ
り
、
今
後
は
修
繕
で
対
応
す
る
の

か
、
新
規
リ
ー
ス
等
に
切
り
替
え
る

の
か
、
精
査
す
べ
き
で
あ
る
と
の
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

■　

財
産
区
特
別
会
計
の
補
正
予
算

は
、
繰
越
額
の
確
定
に
伴
い
、
交
付

金
や
予
備
費
を
増
額
補
正
・
減
額
補

正
を
す
る
も
の
で
す
。

補
正
予
算
が
可
決
さ
れ
る
以
前
に

予
算
執
行
し
て
い
る
事
例
が
い
く
つ

か
あ
り
、
不
適
切
で
あ
る
こ
と
が
指

摘
さ
れ
ま
し
た
。

15
議
案
は
審
査
の
結
果
、
す
べ
て

全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
ま
し
た
。

9
月
5
日
予
算
特
別
委
員
会
が
開
か
れ
、
付
託
さ
れ

た
15
議
案
に
つ
い
て
各
課
か
ら
関
係
職
員
の
出
席
を
求

め
審
査
を
行
い
ま
し
た
。中央監視システム

小沢東団地
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30年度

決算
私たちの納めた税金の

使い道を審査しました

遠藤美智子委員長白鳥純雄副委員長

一般会計
歳入� 107億9891万6162円

� 前年度比　△18.5％

歳出� 102億7491万6301円

� 前年度比　△19.7％

特別会計（16会計）
歳入� ７０億1464万6818円

� 前年度比　△6.5％

歳出� ６５億8217万3682円

� 前年度比　△7.7％

平成30年度の決算認定について、議長と

監査委員を除く14名の議員で決算特別委員

会を設置し、９月９日、11日、13日の延べ

３日間にわたり審査を行いました。

各課から担当者の出席を求め、平成30年

度の１年間に使われたお金について、無駄な

く効率的に使われたかどうか、その成果等に

ついて審査を行いました。延べ98件につい

て質疑が行われましたが、その中でいくつか

の件について、次ページ以降要約を載せます。

また、最終日の午後には、決算全体につい

て３人の委員が総括質疑を行いました。

審査の結果、議案第93号 「平成30年度上

野原市一般会計及び特別会計歳入歳出決算認

定について」は、異議があり、起立採決した

結果、賛成多数で認定すべきものと決定しま

した。

また議案第94号�「平成30年度上野原市病

院事業会計決算認定について」は全会一致で

認定すべきものと決定し、議案第95号 「平

成30年度上野原市病院事業の資本金の額の

減少について」も全会一致で可決すべきもの

と決定しました。

平成３０年度の決算規模

決算特別委員会
委 員 長　遠藤美智子

副委員長　白鳥　純雄

委 員　内田　倫弘� 八木　一雄� 山口　　薫� 川田　好博� 東山　洋昭

� 小俣　　修� 川島　秀夫� 杉本　公文� 山口　好昭� 杉本　友栄

� 岡部　幸喜� 尾形　重寅

決算特別委員会
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決算特別委員会

Q　�自主防災組織の育成を図ったと
あるが、どのような養成を行って
いるか。

A　 �毎年県で開催の防災リーダー養

成講座を、各地区の防災会長等

に受講していただき、防災指導

員には、防災士の養成の講座を

受講していただいています。

30年度は、各区長を対象に市から

出向いて防災（共助）の説明を

しています。

防災リーダーの養成
Q　�非常食料を購入したと聞いた

が、その種類と備蓄先はどこか。
A　 �今年度はアルファー米5000食、

クッキー2500食、水500ml×

1680本購入し、各備蓄倉庫に

保管しています。計画数は計

18000食ですが、現在32000

食（帰宅困難者含む）あります。

備蓄食料品の購入

Q　�近隣市町村との協力はどうなって
いるか。

A　 �富士山が噴火した時に近隣の市

町村で協力し合い支援をしてい

く中で忍野村が上野原市と協定

を結んでおり、毎年協議をして

います。忍野村の被災者を当市

で受け入れることになってい

ます。

富士山の噴火対策

Q　�蜂防護服を購入したが、１着の
値段と貸出方法は。

A　 �防護服の値段は、1着9万1800

円です。生活環境課で保管し、

貸し出しを行っています。

連絡先　　電話：62-3114

蜂防護服の貸出
Q　�防火着配布計画と一着の購入単

価は。
A　5年計画で配布を行い、今年が

3年目となります。全ての部に

配布するため、随意契約で購入

し各分団ごとに順番を決めて

配布しています。一着の購入単

価は、6万9000円です。

消防団員防火着購入費
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Q　ポイント交付金の予算執行率が
8.8％と低いのは何故か。

A　 65歳以上の高齢者がボランティ

ア活動を通じて高齢者自身の介

護予防を図る事を目的としてい

ますが、活動に参加する事をた

めらう方が多く、又、制度の普

及・啓発も弱く活動が停滞して

います。今後は情報発信に力を

入れていきます。

Q　小中学校のいじめの現状と相談
室の効果について伺いたい。

A　いじめ件数は30年度小学校5校

で263件、中学校3校で40件。

前年度から6件減少していま

す。各学校の教職員間で話し合

い、いじめの未然防止に努めて

います。相談室は主に不登校な

ど197件の相談実績がありま

した。

Q　�補助金1332万円の内訳は。
A　 �指導環境推進補助金370万円は

商工会のハード的な部分を含

めた補助金です。部門別の補助

金221万円は各部会への補助金

です。事業補助金741万円は商

工祭等の事業や経営指導を行

うための補助金です。

ボランティア・ポイントいじめの現状と相談室

商工会への補助は
Q　�MCS の使われ方と今後の展望。
A　 MCS(メディカルケアシステム）

は、医療・介護関係者の情報共

有をめざしています。現在、医

療従事者、介護事業所関係者の

方190名に登録していただいて

います。グループを作り、情報

交換、研修会等の周知を行った

りしています。色々なＰＲの場

となっているので登録者数を増

やしていきたいと考えています。

Q　光熱費の利用内訳と今後福祉セ
ンターの維持管理費をどの程度
想定するか。

A　電気、水道、エアコン、お風呂

を沸かすガスなどの使用で約

440万円、30年度の維持管理

費は5278万円で、そのうち道

路改良請負費（2869万円）が

含まれているので、それを除い

た金額で推移すると思います。

MCSの説明を

福祉センターの維持管理

決算特別委員会

総合福祉センター　ふじみ
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決算特別委員会

９月13日、決算特別委員会での

長寿介護課の審査の時に、上野原

高校３年生15人の生徒が傍聴に来

ました。

熱心にメモを取り、終わってか

ら感想を寄せていただきました。

今
回
、
私
は
初
め
て
議
会
を

傍
聴
さ
せ
て
も
ら
っ
て
、
と
て

も
有
意
義
な
時
間
に
な
っ
た
。

私
は
上
野
原
市
民
で
す
が
、
普

段
ど
の
よ
う
な
事
を
議
会
で

や
っ
て
い
る
の
か
知
る
機
会
は

少
な
く
、
さ
ほ
ど
興
味
も
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
今
回
の
こ

の
時
間
を
通
し
上
野
原
の
介
護

な
ど
に
関
係
す
る
費
用
が
ど
れ

く
ら
い
な
の
か
知
る
こ
と
が
で

き
た
。
上
野
原
市
議
会
が
取
り

組
ん
で
い
る

「
開
か
れ
た
議

会
」
と
い
う
の
は
、
私
達
の
よ

う
な
若
い
世
代
に
と
て
も
よ
い

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

安
藤
　
諒
梧
さ
ん

（
上
野
原
高
校
　
３
年
）

傍聴
上野原高校のみなさんが
　　決算特別委員会を傍聴しました

Q　�中学校で生物顕微鏡、双眼実体
顕微鏡が購入されているが、理
科教育振興法（理振法）で国庫
補助が受けられるはずだが。

A　 �理振台帳は整備していますが、

今回は利用しませんでした。今

後、各学校に調査を行い、国庫

補助が利用できるよう検討して

いきます。

顕微鏡の購入の国庫補助は
Q　1300万円程度あった基金が30

年度末残高は325万円と大きく
減少し、積立も出来ていない状
況だ。今後運用を含めどうする
つもりか。

A　現在は赤字運営で厳しく積立は

難しいです。今後は経営基盤の

強化を図り、積立のできるよう

な健全経営を目指します。

簡易水道組合基金について
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※　「－」は委員会付託が省略された議案です。

令和元年第3回定例会議決結果等一覧表

◆賛否のあった議案　(○賛成  ●反対　◎賛成討論者　 反対討論者）

◆全会一致の議案

議案
番号 案      件     名

付
託
委
員
会

内
田
倫
弘

八
木
一
雄

山
口　

薫

白
鳥
純
雄

遠
藤
美
智
子

川
田
好
博

東
山
洋
昭

小
俣　

修

川
島
秀
夫

杉
本
公
文

山
口
好
昭

長
田
喜
巳
夫

杉
本
友
栄

尾
形
幸
召

岡
部
幸
喜

尾
形
重
寅

審議
結果

93
平成 30 年度上野原市一般会計及び特別会計

歳入歳出決算認定について

決算
特別

○ ○ ● ○ ○
●

○ ○ ○ ● ○
議
長

○ ○ ○ ○ 認定

議案
番号

付　託
委員会 案　件　名 審議

結果

68
総務
産業

上野原市職員給与条例の一部を改正する条例制定について

可決

69 上野原市印鑑条例の一部を改正する条例制定について

70 上野原市税条例の一部を改正する条例制定について

71

文教
厚生

上野原市布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者の資格基準に関する条例の一

部を改正する条例制定について

72
上野原市仲間川簡易水道事業給水条例及び上野原市秋山簡易水道事業給水条例の一部を改正する条例

制定について

73
上野原市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制

定について

74
上野原市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正

する条例制定について

75 上野原市特定教育・保育に係る利用者負担額を定める条例の一部を改正する条例制定について

76 総務
産業

上野原駅南口駅前広場条例の一部を改正する条例制定について

77 上野原市手数料条例の一部を改正する条例制定について

78

予算
特別

令和元年度上野原市一般会計補正予算（第３号）

79 令和元年度上野原市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

80 令和元年度上野原市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

81 令和元年度上野原市介護保険特別会計補正予算（第２号）

82 令和元年度上野原市介護サービス事業特別会計補正予算（第１号）

83 令和元年度上野原市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）

84 令和元年度上野原市簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）

85 令和元年度上野原市大目財産区特別会計補正予算（第１号）

86 令和元年度上野原市甲東財産区特別会計補正予算（第１号）

87 令和元年度上野原市巌財産区特別会計補正予算（第１号）

88 令和元年度上野原市島田財産区特別会計補正予算（第１号）

89 令和元年度上野原市上野原財産区特別会計補正予算（第１号）

90 令和元年度上野原市檜尾根外十二恩賜林保護財産区特別会計補正予算（第１号）

91 令和元年度上野原市秋山財産区特別会計補正予算（第１号）

92 令和元年度上野原市西棚ノ入外十一恩賜林保護財産区特別会計補正予算（第１号）

94 決算
特別

平成 30 年度上野原市病院事業会計決算認定について 認定
95 平成 30 年度上野原市病院事業の資本金の額の減少について

可決
96 文教

厚生
損害賠償の額を定めることについて

97 － 平成 30 年度上野原市継続費精算報告書の報告について
受理

98 － 平成 30 年度上野原市健全化判断比率及び資金不足比率の報告について

99 － 荻野用水路水路橋架設災害復旧工事請負変更契約締結について 可決
請願

3
文教
厚生

教職員定数改善、少人数学級推進、及び義務教育費国庫負担制度拡充を図るための請願書 採択

発議
3 － 教職員定数改善、少人数学級推進、及び義務教育費国庫負担制度拡充を図るための意見書 可決
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衆
議
院
選
挙
に
お
け
る
選
挙
違
反
事
件
に
つ
い
て

事
業
系
ご
み
の
削
減
を

市
民
の
協
力
で
資
源
化
を

一般質問

ン
タ
ー
に
持
ち
込
み
時
に
、
分

別
・
削
減
の
努
力
を
促
し
て
い

ま
す
。

質
問　

他
県
か
ら
の
ご
み
の
持
ち
込
み

の
指
導
は
。

答
弁　

確
認
等
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

質
問　

事
業
系
ご
み
の
資
源
化
率
を
定

め
る
必
要
が
あ
る
が
。

答
弁　

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

ご
み
の
収
集
に
関
し
て
、
市
民

の
意
識
を
高
め
る
、
自
主
的
な

団
体
の
協
力
を
求
め
る
と
い
う

の
が
基
本
と
思
う
が
。

答
弁　

市
民
の
協
力
を
求
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

他
に
、
障
害
者
問
題
、
四
方

津
駅
周
辺
の
問
題
の
質
問
を
し

ま
し
た
。

て
、
６
６
５
万
３
千
円
は
市
で

は
な
く
、
江
口
英
雄
市
長
個
人

が
支
払
う
べ
き
で
あ
り
答
弁
を

求
め
ま
す
。

答
弁　

事
実
関
係
が
違
う
、
全
く
異
な

っ
た
も
の
か
ら
発
生
し
て
い
る

判
決
で
す
。
そ
れ
に
伴
う
５
０

５
０
万
円
で
す
の
で
、
市
は
請

求
し
ま
せ
ん
し
、
そ
れ
に
伴
う

弁
護
士
費
用
で
あ
る
と
言
う
よ

う
に
考
え
て
い
ま
す
。

意
見　

判
決
が
変
わ
っ
て
も
変
わ
ら
な

く
て
も
、
市
の
経
済
的
利
益
は

請
求
文
書
費
用
の
数
千
円
に
す

ぎ
な
い
。
弁
護
士
費
用
は
市
が

負
担
す
べ
き
正
当
な
根
拠
は
な

く
、
江
口
市
長
個
人
が
支
払
う

べ
き
費
用
で
あ
る
。

質
問　

ご
み
対
策
推
進
協
議
会
の
二
年

間
の
成
果
は
ど
う
か
。

答
弁　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
や
ア
パ
ー

ト
の
ご
み
な
ど
意
見
が
出
ま
し

た
が
、
ま
と
ま
る
と
こ
ろ
ま
で

は
行
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

質
問　

そ
の
原
因
は
。

答
弁　

準
備
が
不
足
し
て
い
ま
し
た
。

質
問　

前
期
計
画
で
は
家
庭
系
ご
み
は

減
少
し
、
事
業
系
ご
み
は
増
加

し
て
い
る
。
事
業
系
ご
み
の
削

減
が
重
要
課
題
で
は
な
い
か
。

答
弁　

事
業
系
ご
み
は
前
期
計
画
策
定

以
降
に
開
発
・
進
出
や
事
業
活

動
が
増
え
た
結
果
で
す
。
家
庭

系
・
事
業
系
と
も
削
減
に
努
め

て
い
き
た
い
。

質
問　

こ
の
間
事
業
所
は
増
え
て
い
る

の
か
。

答
弁　

商
工
会
に
入
っ
て
い
る
機
械
器

具
工
業
部
会
の
会
員
数
は
減
っ

て
い
ま
す
。
こ
こ
３
年
間
の
工

業
立
地
は
増
え
て
い
ま
す
。

質
問　

事
業
系
ご
み
の
削
減
の
取
り
組

み
は
。

答
弁　

事
業
系
ご
み
は
、
ク
リ
ー
ン
セ

質
問　

議
会
に
予
算
説
明
し
た
土
地
購

入
費
、
２
億
５
２
０
０
万
円
の

積
算
根
拠
と
し
た
土
地
鑑
定
書

を
、
市
は
、
破
棄
し
現
存
し
な

い
と
主
張
す
る
が
、
誰
が
破
棄

を
指
示
し
た
の
か
、
ど
の
様
な

手
続
き
が
行
わ
れ
た
の
か
を
伺

い
ま
す
。

答
弁　

今
後
の
裁
判
の
争
点
に
な
る
の

で
答
弁
は
控
え
ま
す
。

質
問　

手
続
き
に
つ
い
て
は
争
点
と
な

っ
て
い
な
い
の
で
答
え
る
べ
き

で
す
。
甲
府
地
裁
で
市
は
敗
訴

し
、
東
京
高
裁
に
控
訴
し
ま
し

た
が
、
そ
の
費
用
は
、
２
つ
の

法
律
事
務
所
の
弁
護
士
費
用
が

殆
ど
で
す
。
そ
の
費
用
の
根
拠

は
、
市
が
受
け
る
経
済
的
利
益

の
10
％
以
内
と
し
て
、
一
方
の

法
律
事
務
所
に
６
６
５
万
３
千

円
を
支
払
う
契
約
と
さ
せ
て
い

ま
す
が
、
判
決
は
江
口
市
長
に

対
し
、
市
が
５
０
５
０
万
円
を

請
求
せ
よ
と
言
う
も
の
で
あ
り
、

経
済
的
利
益
は
江
口
市
長
個
人

に
該
当
す
る
も
の
で
す
。
よ
っ

生
活
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

上
野
原
こ
ど
も
園
に
関
す
る
裁
判
に
つ
い
て

川田好博

杉本公文
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一般質問

衆
議
院
選
挙
に
お
け
る
選
挙
違
反
事
件
に
つ
い
て

高
齢
者
の
安
全
運
転
へ
の
支
援

ご
み
の
減
量
化

衆
議
院
選
挙
に
お
け
る
選
挙
違
反
事
件
に
つ
い
て

上
野
原
市
総
合
戦
略
の
取
り
組
み
と

Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
達
成
す
べ
き
成
果
目
標
）

八木一雄

は
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で

き
る
の
か
。

答
弁　

今
回
の
実
証
運
行
で
改
善
点
を

見
つ
け
、
本
格
運
行
に
つ
な
げ

ら
れ
る
よ
う
進
め
て
参
り
ま
す
。

質
問　

ご
み
を
削
減
す
る
た
め
に
、
今

一
番
に
す
べ
き
こ
と
は
。

答
弁　

ご
み
の
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
推

進
の
た
め
に
、
市
民
の
意
見
を

反
映
し
、
普
及
・
啓
発
活
動
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
と
考
え
て

い
ま
す
。

意
見　

毎
年
ご
み
処
理
費
に
莫
大
な
税

金
が
投
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

市
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
大
切
。
今
後
の
減

量
化
に
向
け
て
、
市
独
自
の
発

想
で
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
進

め
て
ほ
し
い
。

が
見
え
て
き
て
い
ま
す
。

質
問　

現
総
合
戦
略
の
全
体
総
括
と
次

期
総
合
戦
略
の
構
想
は
。

答
弁　

市
民
の
皆
様
が
安
全
・
安
心
に

生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
地

域
基
盤
の
整
備
、
個
性
豊
か
な

人
材
の
確
保
・
育
成
な
ど
諸
施

策
を
一
体
的
に
推
進
し
て
総
合

戦
略
に
沿
っ
て
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。
今
後
も
財
政
運

営
が
厳
し
く
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
が
、
生
活
基
盤
の
整

備
と
併
せ
て
、
人
づ
く
り
、
地

域
づ
く
り
に
視
点
を
置
い
た
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
「
住
ん
で
良

か
っ
た
」
「
住
み
た
い
」
と
思

わ
れ
る
ま
ち
に
し
て
い
く
た
め

の
戦
略
策
定
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

質
問　

当
市
の
よ
う
に
、
広
大
な
土
地

に
住
居
が
点
在
し
て
い
て
、
な

お
且
つ
、
路
線
バ
ス
が
市
全
体

を
網
羅
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
、
高
齢
者
が
身
体
の
衰
え
や

運
転
を
続
け
る
自
信
が
な
く
な

っ
て
き
た
と
し
て
も
、
生
活
の

足
と
し
て
車
の
運
転
は
欠
か
す

こ
と
が
出
来
な
い
環
境
に
あ
る
。

近
年
、
高
齢
者
の
運
転
に
よ
る

事
故
が
高
ま
っ
て
い
る
中
、
東

京
都
で
は
ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー

キ
の
踏
み
間
違
い
に
よ
る
「
急

発
進
防
止
装
置
」
の
設
置
に
か

か
る
補
助
制
度
が
開
始
し
た
。

当
市
と
し
て
も
購
入
補
助
の
必

要
性
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

答
弁　

昨
年
の
市
内
の
交
通
事
故
は
、

全
体
で
60
件
、
内
３
分
の
１
が

65
歳
以
上
の
高
齢
者
に
よ
る
事

故
で
す
。
交
通
事
故
を
減
少
さ

せ
る
対
策
と
し
て
、
急
発
進
防

止
装
置
補
助
事
業
を
関
係
課
と

検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問　

10
月
１
日
よ
り
、
循
環
バ
ス
が

実
証
運
行
し
ま
す
。
循
環
バ
ス

質
問　

平
成
27
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
、

本
年
度
が
５
年
間
の
最
終
年
度

と
な
る
上
野
原
市
総
合
戦
略
は

将
来
に
わ
た
り
活
力
あ
る
ま
ち

を
維
持
し
て
い
く
為
の
施
策
や

事
業
で
す
。
こ
の
取
り
組
み
に

対
す
る
進
捗
内
容
や
Ｋ
Ｐ
Ｉ
の

最
終
見
込
み
は
。

答
弁　

総
合
戦
略
で
は
、
①
魅
力
あ
る

雇
用
を
創
出
す
る
、
②
上
野
原

へ
の
新
し
い
ひ
と
の
流
れ
を
作

る
、
③
若
者
世
代
の
結
婚
・
出

産
・
子
育
て
の
希
望
を
か
な
え

る
、
④
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し

を
守
り
連
携
と
協
働
で
郷
土
愛

あ
ふ
れ
る
ま
ち
・
人
を
つ
く
る

の
４
分
野
を
柱
に
、
全
部
で
41

事
業
を
掲
げ
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
各
事
業
の
進
捗
は
概
ね
８

割
程
度
計
画
に
沿
っ
た
推
移
で

す
。
ま
た
、
人
口
減
少
に
は
歯

止
め
が
か
か
ら
ず
目
標
未
達
成

と
厳
し
い
状
況
で
す
が
、
最
近

の
当
市
の
人
口
動
態
を
み
ま
す

と
、
人
口
減
少
に
つ
い
て
僅
か

で
は
あ
り
ま
す
が
改
善
の
兆
し

遠藤美智子
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一般質問

の
た
め
の
情
報
を
提
供
し
て
い

き
ま
す
。

質
問　

５
Ｇ
時
代
（
情
報
通
信
の
大
容

量
化
、
高
速
化
、
機
器
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
）
に
お
け
る
、
市

民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
基
本
的

な
考
え
方
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　

情
報
に
関
す
る
環
境
を
精
査
し
、

国
の
動
向
も
踏
ま
え
、
県
や
他

の
市
町
村
と
共
に
行
政
手
続
等

研
究
す
る
中
で
、
総
合
的
に
判

断
し
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

他
に
、
Ｕ
Ｂ
Ｃ
へ
の
支
出
金
、

防
災
行
動
力
の
向
上
、
小
規
模

水
力
発
電
所
の
設
置
、
避
難
所

の
対
応
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

新
た
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の

構
築
等
を
通
じ
、
企
業
と
の
つ

な
が
り
を
つ
く
る
中
で
、
市
で

活
用
で
き
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

意
見　

こ
の
企
業
版
の
ふ
る
さ
と
納
税

が
、
当
市
の
活
性
化
と
市
民
の

協
働
が
さ
ら
に
加
速
し
て
、
住

み
や
す
い
、
住
ん
で
よ
か
っ
た

と
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
議
会
と
行
政
が
車
の
両
輪
と

な
っ
て
頑
張
っ
て
い
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

他
に
、
ご
み
減
量
化
等
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。

質
問　

地
球
温
暖
化
防
止
及
び
原
発
の

代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
、
各

家
庭
に
設
置
し
た
太
陽
光
発
電

は
、
固
定
価
格
買
取
制
度
が
今

年
で
10
年
目
を
迎
え
順
次
終
了

し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
蓄
電
池

又
は
電
気
自
動
車
を
購
入
す
る

人
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
購
入
に
対
す
る
助
成
に
つ
い

て
伺
う
。

答
弁　

市
で
は
平
成
30
年
度
ま
で
、
太

陽
光
パ
ネ
ル
設
置
に
対
し
助
成

し
て
来
ま
し
た
。
今
後
は
太
陽

光
の
需
要
の
推
移
を
見
な
が
ら
、

蓄
電
池
等
に
つ
い
て
慎
重
に
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

質
問　

上
野
原
市
に
一
番
近
い
原
発
が
、

何
ら
か
の
事
故
で
放
射
線
が
漏

え
い
し
た
場
合
、
当
市
へ
の
危

険
性
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　

当
市
に
一
番
近
い
原
発
は
浜
岡

原
発
で
、
距
離
は
１
４
０
㎞
で

す
。
距
離
的
に
は
安
全
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
事
故
の
規
模
や

気
象
の
変
化
も
考
慮
し
、
国
や

県
か
ら
の
正
し
い
情
報
や
安
全

質
問　

こ
の
制
度
の
概
要
は
。

答
弁　

志
の
あ
る
企
業
が
寄
付
を
通
じ

て
地
方
公
共
団
体
が
行
う
地
方

創
生
の
取
り
組
み
を
応
援
し
た

場
合
に
、
税
制
上
の
優
遇
措
置

が
受
け
ら
れ
る
仕
組
み
で
す
。

具
体
的
に
は
国
が
認
定
し
た
地

方
公
共
団
体
の
地
方
創
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
、
企
業
が
寄

付
を
行
っ
た
時
に
寄
付
額
の
約

6
割
が
軽
減
さ
れ
、
実
質
的
な

企
業
負
担
は
約
4
割
ま
で
圧
縮

さ
れ
る
も
の
で
す
。
企
業
に
と

っ
て
は
、
社
会
貢
献
に
取
り
組

む
企
業
と
し
て
の
Ｐ
Ｒ
効
果
が

期
待
で
き
る
こ
と
、
自
治
体
に

と
っ
て
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

財
源
が
確
保
で
き
、
企
業
と
の

間
で
新
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

の
構
築
の
可
能
性
が
広
が
る
こ

と
な
ど
、
効
果
が
大
変
期
待
で

き
ま
す
。

質
問　

企
業
へ
の
積
極
的
な
ア
プ
ロ
ー

チ
は
。

答
弁　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は

魅
力
的
で
あ
り
、
当
市
と
し
て

衆
議
院
選
挙
に
お
け
る
選
挙
違
反
事
件
に
つ
い
て

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
へ
の
期
待

生
活
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

将
来
の
上
野
原
の
た
め
に
今
出
来
る
こ
と

東山洋昭

山口薫
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一般質問

衆
議
院
選
挙
に
お
け
る
選
挙
違
反
事
件
に
つ
い
て

市
民
に
魅
力
あ
る
ま
ち
と
は

衆
議
院
選
挙
に
お
け
る
選
挙
違
反
事
件
に
つ
い
て

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
空
き
時
間
活
用
に
つ
い
て

し
て
頂
き
少
子
化
に
歯
止
め
が

か
か
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

質
問　

桂
川
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
利
用
件

数
が
２
３
２
件
と
多
い
、
今
年

度
調
査
費
が
計
上
さ
れ
て
い
る

が
現
在
の
状
況
を
伺
い
ま
す
。

答
弁　

８
月
の
入
札
に
よ
り
業
者
が
決

ま
り
ま
し
た
、
今
年
度
中
に
結

果
が
示
さ
れ
ま
す
。

要
望　

関
係
課
の
理
解
あ
る
判
断
と
来

年
の
ク
ロ
ー
ズ
時
期
の
着
手
に

向
け
て
を
要
望
し
ま
す
。

他
に
、
焼
却
炉
、
ゴ
ミ
処
理

へ
の
取
り
組
み
、
火
葬
場
稼
働

状
況
に
つ
い
て
、
鳥
獣
被
害
の

現
状
と
対
策
に
つ
い
て
質
問
し

ま
し
た
。

ー
ル
バ
ス
の
バ
ス
停
で
児
童
殺

傷
事
件
が
発
生
、
全
国
的
に
不

審
者
等
の
事
故
が
多
発
す
る
中
、

不
特
定
多
数
の
方
が
ス
ク
ー
ル

バ
ス
に
乗
る
こ
と
で
子
供
た
ち

の
安
心
・
安
全
の
確
保
の
観
点

か
ら
難
し
い
点
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

他
に
、
人
口
減
少
問
題
、
キ

ヌ
ア
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
コ
モ
ア

ブ
リ
ッ
ジ
公
道
化
に
つ
い
て
質

問
し
ま
し
た
。

質
問　

職
員
一
人
一
人
の
意
識
改
革
へ

の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
伺
い

ま
す
。

答
弁　

職
員
の
資
質
向
上
の
た
め
に
職

員
研
修
を
実
施
し
、
他
人
事
で

な
く
、
自
分
事
と
い
っ
た
職
員

の
意
識
改
革
に
励
ん
で
い
ま
す
。

質
問　

民
間
手
法
を
取
り
入
れ
た
採
用

試
験
、
ど
の
よ
う
な
事
を
期
待

し
て
の
採
用
試
験
で
あ
っ
た
か

伺
い
ま
す
。

答
弁　

民
間
企
業
の
採
用
試
験
で
多
く

取
り
入
れ
て
い
る
Ｓ
Ｐ
Ｉ
（
総

合
適
性
検
査
）
試
験
を
導
入
し
、

広
く
人
材
を
確
保
し
て
い
く
こ

と
を
狙
い
と
し
、
多
く
の
受
験

者
を
確
保
し
、
市
の
発
展
の
た

め
の
貴
重
な
人
材
に
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

質
問　

上
野
原
で
教
育
さ
せ
た
い
と
思

っ
て
も
ら
え
た
ら
、
人
の
流
れ

を
変
え
ら
れ
る
と
思
う
が
、
教

育
現
場
は
ど
う
考
え
る
か
伺
い

ま
す
。

答
弁　

多
く
の
方
に
都
心
に
近
く
自
然

豊
か
な
上
野
原
で
、
子
育
て
を

質
問　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
空
き
時
間
活

用
の
検
討
は
進
ん
で
ま
す
か
。

答
弁　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
活
用
に
つ
い

て
は
、
毎
年
、
児
童
・
生
徒
数

の
居
住
地
に
よ
る
ル
ー
ト
の
変

更
を
し
た
り
、
学
校
行
事
で
臨

時
運
行
、
臨
時
運
休
す
る
不
確

定
な
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

こ
の
中
で
、
空
き
時
間
を
活
用

し
て
地
域
公
共
交
通
と
し
て
運

行
す
る
に
は
、
利
用
者
へ
の
周

知
等
が
大
変
難
し
い
の
が
現
状

で
す
。

さ
ら
に
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
活
用

と
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
は
、
交

通
弱
者
対
策
と
い
う
同
じ
運
行

目
的
で
、
運
行
区
域
も
重
複
し

て
お
り
、
よ
り
効
率
的
な
運
行

を
推
進
し
て
い
る
中
で
懸
念
さ

れ
る
の
は
、
利
用
客
が
分
散
し
、

結
果
、
両
者
が
持
続
不
可
能
と

な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
よ
う
な

こ
と
で
す
。

質
問　

一
般
利
用
客
と
の
相
乗
り
に
つ

い
て
。

答
弁　

５
月
28
日
に
、
川
崎
市
で
ス
ク

白鳥純雄

川島秀夫
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衆
議
院
選
挙
に
お
け
る
選
挙
違
反
事
件
に
つ
い
て

上
野
原
市
立
病
院
事
業
が
危
惧
さ
れ
る

医
師
確
保
が
最
重
要
課
題

件
、
前
年
同
月
は
43
件
で
し
た
。

病
院
事
業
の
一
般
財
源
負
担
増

は
今
年
度
、
運
営
交
付
金
を
含

め
て
３
億
４
２
０
０
万
円
の
繰

出
金
の
予
定
で
す
。
安
定
経
営
、

運
営
を
目
指
す
た
め
の
最
重
要

課
題
は
医
師
の
確
保
で
す
。
こ

の
た
め
、
地
域
医
療
振
興
協
会

と
市
立
病
院
管
理
運
営
協
議
会

で
は
定
期
的
に
協
議
を
行
っ
て

い
ま
す
。

答
弁　

上
野
原
市
立
病
院
は
市
民
に
と

っ
て
救
急
指
定
病
院
で
絶
対
必

要
で
す
。
全
国
市
長
会
で
も
地

域
医
療
確
保
協
議
会
を
立
ち
上

げ
国
へ
要
望
し
て
い
ま
す
が
、

現
時
点
で
は
医
師
確
保
は
非
常

に
困
難
で
す
。

質
問　

市
立
病
院
の
実
績
の
推
移
と
今

後
の
病
院
事
業
の
課
題
解
決
の

た
め
に
は
何
が
必
要
な
の
か
。

答
弁　

医
業
収
益
の
推
移
は
本
年
７
月

時
が
１
億
４
６
７
４
万
円
、
前

年
同
月
が
１
億
６
１
６
２
万
円

で
90
・
８
％
で
す
。
外
来
患
者

の
推
移
は
本
年
７
月
時
が
６
９

５
０
人
、
前
年
同
月
６
９
８
５

人
、
入
院
患
者
は
本
年
７
月
時

が
１
５
４
６
人
、
前
年
同
月
が

１
８
８
２
人
で
前
年
同
月
比
は

82
・
１
％
で
す
。
常
勤
医
師
の

推
移
は
本
年
７
月
時
が
８
人
、

前
年
同
月
が
11
人
で
72
・
７
％

で
す
。
非
常
勤
医
師
の
推
移
は
、

本
年
７
月
が
41
人
、
前
年
同
月

が
40
人
で
す
。
看
護
師
及
び
准

看
護
師
の
推
移
は
、
本
年
７
月

時
看
護
師
が
75
人
で
前
年
比
４

人
増
、
准
看
護
師
が
10
人
で
前

年
対
比
一
名
減
で
す
。
病
床
稼

働
率
の
推
移
は
、
本
年
７
月

時
が
36
・
９
％
、
前
年
同
月
は

45
・
０
％
で
し
た
。
手
術
件
数

の
推
移
は
、
本
年
７
月
時
が
28

一般質問

尾形幸召

ま
ち
づ
く
り
特
別
委
員
会

　

全
国
市
議
会
議
長
会
及
び
山
梨
県
市
議
会
議

長
会
よ
り
、
次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

■
全
国
市
議
会
議
長
会
表
彰�

（
継
続
10
年
）

■
山
梨
県
市
議
会
議
長
会
表
彰�

（
継
続
10
年
）

人
口
減
少
対
策
と
市
の
活
性
化
方
策
等
を
調
査
・

検
討
す
る
た
め

に
、
ま
ち
づ
く
り
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
９
月
25
日
、
二

つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
で
担
当
課
の
説
明
を
受

け
、
調
査
・
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

第
１
分
科
会　

公
共
交
通
の
あ
り
方
に
つ
い
て

委
員　

○
小
俣　

修　

白
鳥
純
雄　

遠
藤
美
智
子　

川
田
好
博

山
口
好
昭　

尾
形
幸
召　

岡
部
幸
喜　
　

尾
形
重
寅

第
２
分
科
会　

経
済
の
活
性
化
と
税
収
対
策
に
つ
い
て

委
員　

○
八
木
一
雄　

内
田
倫
弘　

山
口　

薫　

東
山
洋
昭

川
島
秀
夫　

杉
本
公
文　

杉
本
友
栄

※　

○
印
は
主
査

尾形幸召議員

杉本友栄議員

議員
表彰
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閉会中の委員会活動

な
ら
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
委

員
か
ら
は
、
指
定
管
理
に
す
る
の

か
閉
鎖
す
る
の
か
等
、
十
分
な
検

討
が
必
要
で
あ
る
と
の
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

秋
山
マ
ス
釣
場
の
食
堂
に
つ
い

て
、
市
消
防
本
部
を
訪
問
し
ま
し

た
。
誘
導
灯
の
設
置
が
必
要
の
他
、

最
低
限
の
設
備
を
整
え
れ
ば
許
可

が
出
せ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

秋
山
温
泉
と
秋
山
マ
ス
釣
場
に

つ
い
て
は
、
連
携
し
て
よ
り
集
客

が
望
め
る
施
設
づ
く
り
を
目
指
す

こ
と
、
ま
た
、
秋
山
マ
ス
釣
場
は
、

食
堂
が
使
用
出
来
る
よ
う
に
す
る

こ
と
な
ど
、
各
施
設
を
生
か
し
た

地
域
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
要
望

し
ま
し
た
。

秋
山
保
育
所
で
は
、
運
営
状
況
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。
課
題
点
と
し

て
、
保
育
所
周
辺
の
道
路
は
車
の
通

行
量
が
多
く
危
険
な
た
め
、
お
散
歩

等
で
外
に
出
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ

と
や
、
他
の
園
等
と
の
交
流
の
場
が

少
な
い
と
い
う
点
が
あ
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

今
後
は
、
子
ど
も
の
遊
び
場
の
改

善
や
子
育
て
支
援
施
設
を
よ
り
多
く

の
方
に
利
用
し
て
も
ら
え
る
の
か

等
、
さ
ら
な
る
議
論
を
重
ね
て
い
く

こ
と
を
要
望
し
ま
し
た
。

閉
会
中
の
継
続
調
査
と
し
て
、
８

月
20
日
「
地
域
活
性
化
に
つ
い
て
」

秋
山
温
泉
、
秋
山
マ
ス
釣
場
、
緑
と

太
陽
の
丘
キ
ャ
ン
プ
場
の
現
地
視
察

を
行
い
ま
し
た
。

■　

秋
山
温
泉

指
定
管
理
者
が
変
更
に
な
り
１
年

が
経
過
し
ま
し
た
。
初
期
投
資
や

地
域
の
状
況
を
把
握
し
た
こ
と
に

よ
り
、
入
館
者
数
は
着
実
に
増
加

し
て
い
ま
す
。
今
後
広
報
活
動
や

自
主
事
業
を
行
い
、
集
客
に
努
め

て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。

■　

秋
山
マ
ス
釣
場

食
堂
に
つ
い
て
設
備
が
不
十
分
で

あ
る
た
め
、
消
防
本
部
か
ら
改
修

が
必
要
で
あ
る
と
指
導
が
あ
り
ま

し
た
。
委
員
か
ら
詳
細
を
直
接
消

防
本
部
に
確
認
に
行
く
べ
き
だ
と

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

■　

緑
と
太
陽
の
丘
キ
ャ
ン
プ
場

委
員
か
ら
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
と

し
て
利
用
で
き
な
い
の
か
と
い
う

質
問
に
つ
い
て
、
電
気
施
設
や
水

道
施
設
を
外
に
配
備
し
な
く
て
は

８
月
５
日
「
子
育
て
支
援
施
設
の

現
状
に
つ
い
て
」
市
内
の
子
育
て
支

援
施
設
４
か
所
に
て
視
察
調
査
を
行

い
ま
し
た
。

始
め
に
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
ふ

じ
み
に
本
年
４
月
に
開
設
し
た
子
育

て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
説
明

を
受
け
ま
し
た
。
妊
娠
・
出
産
・
子

育
て
に
関
す
る
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
対

す
る
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
目
的
と

し
て
、
各
種
相
談
や
サ
ー
ビ
ス
を
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
で
行
っ
て
お
り
、
母
子

手
帳
の
交
付
・

ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作

成
・
妊
娠
前
か
ら
学
童
期
ま
で
の
そ

れ
ぞ
れ
の
時
期
に
応
じ
た
各
種
制

度
・

子
育
て
支
援
情
報
の
提
供
を

行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

Ｑ　

�

母
子
手
帳
ア
プ
リ
の
利
用
状
況

は
。

Ａ　

�

母
子
手
帳
交
付
時
に
登
録
を
勧

め
て
お
り
、
現
在
１
０
０
名
ほ

ど
の
登
録
が
あ
り
ま
す
。
ア
プ

リ
に
予
防
接
種
の
管
理
機
能
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
予
防
接
種
の

多
い
１
歳
児
の
子
を
持
つ
母
親

の
利
用
割
合
が
多
い
で
す
。

総
務
産
業
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
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意見交換会・臨時会

８
月
19
日
、
令
和
元

年
第
２
回
臨
時
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。
市
か
ら

議
案
第
67
号
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
。
談
合
坂
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
に
関
連
し
た
土
地

取
得
の
た
め
に
裁
判
を

起
こ
す
も
の
で
す
。
域

内
に
12
人
共
有
地
が
あ

り
、
相
続
人
が
１
３
２

人
に
も
の
ぼ
り
、
所
有

権
移
転
の
手
続
き
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
最
終
的

に
意
思
が
確
認
で
き
な

い
人
な
ど
６
人
が
残
り

ま
し
た
。
こ
の
６
人
に

対
し
て
、
土
地
代
金
を

支
払
う
こ
と
で
所
有
権

の
移
転
を
裁
判
で
確
定

し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。
裁
判
を
起
こ
す
た

め
に
は
、
地
方
自
治
法

第
96
条
で
議
会
の
議
決

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

12
人
共
有
地
の
う
ち
、

市
道
の
対
象
と
な
る
の

は
65
・
96
㎡
で
す
。

山
日
新
聞
に
抗
議

９
月
18
日
付
山
梨
日

日
新
聞
の
こ
ど
も
園
訴

訟
に
か
か
る
市
議
会
の

報
道
に
つ
い
て
、
不
正

確
な
部
分
が
あ
り
、
市

議
会
と
し
て
９
月
25
日

同
新
聞
社
に
抗
議
を
し

ま
し
た
。

談
合
坂
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

用
地
確
保
の
た
め
に
裁
判
を
起
こ
し
ま
す

第
２
回
臨
時
会

上野原市議会と市民の意見交換会

11月 10日 ( 日 )　18：00～ 20：00
もみじホール２階　会議室

テーマ：「これからのまちづくりを考える」

市民のみなさんの
� 声を聞かせてください

上野原市は地方分権化の流れの中で、厳しい財政状況や少子高齢化などさまざまな

課題を抱えています。この解決のためには、市民のみなさんの知恵を市政に生かして

いくことが大切と考えています。

議会と市民の意見交換会は、市議会として初めての試みです。

市民の方ならどなたでも参加できます。ご家族、ご友人をお誘いあわせの上、ご参

加ください。

お問い合わせ

　上野原市議会事務局� 電話：0554-62-3344　FAX：0554-62-5344

� Email：shomugiji@city.uenohara.lg.jp
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議会だより編集常任委員会

委 員 長	 川田　好博

副委員長	 白鳥　純雄

委　　員	 内田　倫弘

委　　員	 八木　一雄

委　　員	 山口　　薫

委　　員	 遠藤美智子

市

編集

後記

の

民

声
私は今年喜寿を迎えました。相応の疲労はありますが、毎週いくつ

かの活動に参加し、生きがいを感じています。その源となったのが４
年半前に始めた市内の介護施設でのボランティアです。初めてのボラ
ンティアでしたので、当初はこのまま続けられるか不安でしたが、施
設の職員さんや利用者さん達共、うちとけてお話しができるようにな
り、ボランティアに行くことが楽しみになり、これが自身の介護予防
に繋がっていることを実感しています。

又、高齢化が急速に進む中、2025年には65歳以上の人の5人に１
人が、認知症になると推定されています。上野原市も例外ではありま
せん。認知症の人やその家族を支援する認知症サポーターを養成する
上野原市キャラバンメイトの会の一員として、一人でも多くの市民が
サポーターになり、認知症を理解し、認知症の人や家族を見守り、認
知症の人も安心して暮らせるまち、上野原市に住んでよかったと思っ
てもらえることを、目指し頑張っています。

台風19号により被災された方々に、心よりお見舞い
申し上げます。

「読みやすく見やすい議会だより」を目指し、特集の
掲載がスタートして3年目になりました。特集で取材を
させていただいた団体は、今回の第59号で12団体とな
り、最近では「議会広報見ましたよ！」「○○さんが載
ってましたね」と声をかけていただくこともあります。

これからも、一人でも多くの皆さまに、手に取って読
んでいただける議会だよりにすべく努力してまいります。
 （遠藤）

ボランティア活動は自身の介護予防

上野原市
キャラバンメイト
石田義愛さん

通常の傍聴には予約の必要はありません。
傍聴当日、3階議会事務局受付までお越しく
ださい。委員会の傍聴については、委員長の
許可が必要です。

日 月 火 水 木 金 土
11/24 25 26 27 28 29 30

12/1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

議会の傍聴について
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（初日）

傍聴可

傍聴可 傍聴可 傍聴可 傍聴可

予算特別
総務産業
文教厚生

（予備日） （最終日）

本会議

委員会

議案調査

議案調査 議案調査 議案調査 議案調査

一般質問 本会議一般質問 一般質問 議案調査

市議会では、一般質問を
傍聴する際、満1歳以上から就学前までのお
子さんを無料でお預かりする託児サービスを
実施しております。

ご希望の場合は、傍聴
希望日の1週間前までに、
議会事務局 （62-3344）
へお申し込みください。

託児サービスを
ご利用ください

議会だよりの
QRコードです

月定例会予定12


